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函館にて植物採取

連載企画 「九州大学で活躍する女性研究者」
第5回は科研費プロジェクトの代表を何度も経験されている佐竹暁子先生です。INTERVIEW

佐 竹  暁 子 数理生物学
専門分野：

九州大学大学院理学研究科博士課程修

了、ペンシルベニア州立大学、京都大学、

プリンストン大学、スイス連邦工科大学

水圏科学技術研究所グループリーダー、

北海道大学准教授を経て2015年から

九州大学大学院理学研究院准教授、

2018年 同 教授に就任

略歴

　私は、複雑さから秩序が生まれる仕組

みを明らかにすることが生物の本質を深

く理解することにつながると考え、生命

のロジックを追求する数理生物学の道

に進みました。大学院在籍時には、最も

複雑な系と考えていた熱帯雨林で数年に

一度さまざまな植物種が同調して一斉に

開花し大量の実をつける「一斉開花現

象」に魅了され、一斉開花および繁殖の

豊凶現象の仕組みを明らかにする理論

研究を開始しました。現在に至るまでこ

の研究テーマがライフワークとなってい

ます。

　これからの生物学は、生態学がもつ多

様性の視点と分子生物学がもつ普遍性

の視点を結びつけることが非常に重要

であると考えています。異なる分野を自

由に行き来するには、数理生物学がもつ

「一見するとまるで違う対象の間に類似

性や共通性を発見する力」が欠かせませ

ん。こうした発見をするには、自然と一体

になることが必要だと思っていて、様々

な動植物と身近に交流できる地域に住

んでいます。先日はアナグマが我が家の

庭に現れました。また、春夏秋冬のはっ

きりした日本とは異なる自然を目の当た

りにする経験ももっと多く積みたいと思

って、特に中米・南米が好きなので機会

を見つけて訪れるようにしています。そう

することで、生物の多様性が生まれる原

理を分子レベルで明らかにする原理とは

なにか、探求していきたいです。

　大学で素晴らしいメンターの先生に出

会えたこと、優れた研究者の方々と一緒

に研究できたこと、そして良きパートナー

と出会えたことは、とてもラッキーでした。

夫も九州大学の教員を務めており、共同

研究をしているので論文も一緒に出して

いますし、家では研究や文学・歴史など

多様な話をできるまたとない存在です。

女性研究者は特に、夫婦ともに科学者と

いうカップルがとても多いと思います。

ベストよりベター
　研究は、夢中になって没頭するほど面

白いものです。ただ、うまくいかないこと

も多く、常に行き止まりのように感じら

れる壁にぶつかる場面に頻繁に出くわし

ます。こういう逆境でも諦めず、小さいこ

とにも喜びを感じ一歩ずつ進んでいく姿

勢が、壁の突破につながります。今日よ

り少しでもベターな方法を明日は見つけ

る。私は、今日は論文用の図が少し良く

なっただけで嬉しいです。

誰もが100年生きうる時代をどう生き抜
くか。働き方、学び方、結婚、子育て、人生
のすべてが変わる、目前に迫る長寿社会
を楽しむバイブル。老若男女問わず、人生
の岐路に立つ人すべてに、考えるヒントを
くれる1冊。

LIFE SHIFT（ライフ・シフト）
－100年時代の人生戦略

山口一男（著）
日本経済新聞出版社/2009

リンダ・グラットン/アンドリュー・スコット（著）
東洋経済新報社/2016

タレント・エッセイストとして活躍する小島
慶子と、男性学の専門家・田中俊之が、さ
まざまなテーマで男の生きづらさについて
議論する。男女問わず日本における生きづ
らさの正体について考えさせられる。

不自由な男たち
－その生きづらさは、どこから
来るのか

小島慶子/田中俊之（著）
祥伝社/2016

女性活躍推進はなぜ必要か、何をすれば
女性の活躍が前進するかについて、多く
の事例を元に企業が抱える課題と女性が
活躍するための取組みのポイントについ
てまとめている。人事担当者等の参考とな
る一冊。

女性はもっと活躍できる!
－女性活躍推進の課題とポイント

岩田喜美枝/菅原千枝（著）
21世紀職業財団/2015

少子化問題はお金だけで解決しない! 働
きすぎ、男女不平等など日本で依然際立
つ「ワークライフアンバランス」の真因を、
出産意欲や夫婦関係にまで分析対象を広
げ鮮やかに解明。実効性ある改革案を提
言する。

ワークライフバランス
－実証と政策提言

推進室の蔵書案内

下記ホームページに他機関主催イベント等への参加報

告を学内限定で掲載。東北大学男女共同参画シンポジ

ウム「今と未来の『共働き』を考える」の講演紹介など

を公開中です。ぜひご覧ください。

九州大学
男女共同
参画推進室

ダイバーシティ
研究環境実現
イニシアティブ

イベント等
参加報告
〔学内限定〕

今後のイベント・公募情報！

研究力向上セミナー「英語論文執筆講座【実践編】」

弥生ランチ会
3月は「教職員が求める支援とは？～キャリアとライフイベント」のテーマで開催します。
◆日時：2019年3月7日（木）12：00～13：00
◆会場：【伊都キャンパス】男女共同参画推進室　多目的スペース

◆日時：2019年3月8日（金）13：00～18：00
◆会場：【伊都キャンパス】センター2号館4階　2406号室
◆講師：小野正義氏（理化学研究所創発物性科学研究センター）

第2回女性研究者ダイバーシティシンポジウム
九州大学の女性研究者の活躍を学内外にアピールし、部局や分野を超えたネットワーク
形成を目指します。男性の参加を歓迎します。
◆日時：2018年3月18日（月）13：00～17：30
◆会場：【伊都キャンパス】稲盛財団記念館　稲盛ホール
◆発表者：九州大学に所属する女性研究者および女性学術研究員
◆使用言語：原則英語

＜プログラム＞
13:00～13:05  開会挨拶（趣旨説明）
13:05～14:35  口頭発表（15分×6人）

【15分  休憩】
14:50～15:40  基調講演 Dr. CHUA LayLay

シンガポール国立大学 准教授
【20分  集合写真撮影 及び 休憩】

16:00～17:25  ポスター発表　約30人（ポスター掲示のみも含む）
17:25～17:30  閉会挨拶

終了後、意見交換のための懇親会を開催します。
（於　稲盛財団記念館1F　天天）

優れた女性研究者を表彰する「九州大学若手女性研究者・女子大学院生優秀研究者
賞」の2019年度推薦募集を4月より開始いたします。2018年度は、若手女性研究者部門、
女子大学院生部門それぞれ多数の推薦があり、両部門とも人文・社会科学系、理工学系、
生命科学系の3分野から1名ずつ候補者を選び、その中から最優秀賞1名、優秀賞2名を
決定しました。
　詳細については今後の事務連絡、ホームページのお知らせにご留意ください。

若手女性研究者・女子大学院生表彰の推薦募集

最新情報は
こちら！

▶ 男女共同参画推進室
danjyo.kyushu-u.ac.jp

▶ ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ
danjyo.kyushu-u.ac.jp/diversity/index.php

FAX : 092-802-2038
TEL : 092-802-2034〒819‐0395 福岡市西区元岡744

九州大学伊都キャンパス 中央図書館2F
http://danjyo.kyushu-u.ac.jp/
E-mail:office@danjyo.kyushu-u.ac.jp

生物と数理モデル

自然を探求できる環境を身近に

メンターやパートナーなど
出会いに恵まれる

ダイバーシティ ニュース




